
（別添）
平成２６年度革新的技術創造促進事業（事業化促進）
面接審査の開催について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生研センター新技術開発部
　平成２６年度革新的技術創造促進事業（事業化促進）については、現在公募中ですが、公募終了後、書類審査を通過した試験研究計画は、採択候補を選定のための面接審査を行う予定です。

面接審査の日時、場所についてはあらためて生研センターのＨＰに掲載いたしますが、面接審査の方法等につきましてご連絡いたします。
Ⅰ　面接審査対象者（説明及び質疑応答）
面接審査対象者は研究代表者又は研究分担者とします。なお、面接審査出席者は最大で５名以内にしてください。
なお、面接審査出席者については、３頁目の出席者登録様式にご記入の上、生研センター民間研究課までお知らせください。
Ⅱ　面接審査実施方法
１　時間配分

　　（１）　プレゼンテーション（１０分）
 　   　以下の①～⑥について、１０分以内で研究代表者による説明をお願いします。
1 　研究の具体的内容について
2 　事業化に向けた技術シーズの状況、成功とする技術指標及び農林水産業・食品産業等への貢献度について
3 　開発製品の内容及び想定される販売先について
4 　返済シミュレーションに基づく収入見込み等について
5 　技術等の優位性
6 　その他必要な事項
　　　　　 　　 　　　
終了時間になりましたら途中でもプレゼンテーションを打ち切りますのでご留意ください。（１鈴：８分経過時、２鈴：プレゼンテーション終了）
　　（２）　質疑応答（１５分）
　　　　評議会委員等からの質問に対して、適宜対応してください。（３鈴：質疑応答終了）
２　プレゼンテーションに当たっての留意事項

・　研究期間の年度ごとの達成目標及びその達成度の判定基準を具体的に説明してください。

・　研究代表者や研究分担者の試験研究計画に対するエフォートが低い場合には、その理由を説明してください。

・　他の研究助成制度により実施（申請中を含む。）している類似の試験研究計画の有無について説明してください。さらに、類似の試験研究計画がある場合には、重複の程度、相違点等について説明いただくとともに、プレゼンテーション資料に一覧表を記載してください。また、申請中の試験研究計画については、生研センターへ提案している試験研究計画が採択された場合の取扱いの意向をお示しください。
Ⅲ　使用機材及び配付資料
　　プレゼンテーションには、研究代表者はパソコンを持参してください。当方で用意したプロジェクターに接続してプレゼンテーションしていただきます。機器の接続とプレゼンテーション中のパソコンの操作は、面接審査出席者に行っていただきます。
　　パソコンの機種との相性ですが、アップルのパソコンではごくまれに不具合が起きる可能性がありますので御注意ください。また、アップルのパソコンを使用する場合は、プロジェクターに接続するためのコネクターを持参してください。
　　プレゼンテーション資料については、当日、電子ファイルをパソコン及びＵＳＢメモリー（Windowsパソコンを使用する場合のみ：予備データとして）にて持参して下さい。
　　また、面接審査当日は、上記プレゼンテーション資料の印刷物を配布しますので、２０部（Ａ４版。両面印刷。１頁当たり２スライド。ホチキス止め。）を面接審査日に持参し、受付に提出してください。この２０部には面接審査対象者（説明者）の分は含まれておりません。
　　　　
Ⅳ　その他
　　審査予定時刻の３０分前までに、面接審査控え室にて受付及び資料提出を済ませてください。
【出席者登録様式（maruken@ml.affrc.go.jpまで返信してください。）】
（事業化促進）
　生物系特定産業技術研究支援センター
 　　　　新技術開発部民間研究課あて　　
· 面接日時、面接審査控え室（受付）（確認の為、この欄にご記入ください）
	面接日時


	　　　月　　日（　）　　　：　　　～　　　：

	面接審査
控え室
（受付）
	　　　　　　　　会議室（会議室番号）
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○面接審査出席者の氏名（説明者に◎を付けてください）
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